
第２回「ブドウハゼ産業化情報交換会・接ぎ木研修会」
開催要領

日 時：令和２年１月２９日（水）13:00～16:30
場 所：【座学研修】和歌山市東部ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

【現地研修】和歌山市 坂田 ハゼ栽培地

（開催目的）
ブドウハゼの栽培の復活のためには、伝統的接ぎ木技法をベースにより効率的で確実な「接
ぎ木」技術の開発が不可欠である。また、後継者を育成するとともに、魅力ある栽培品目とし
て増産するためには省力的で生産性の高い栽培管理技術の開発も併せて検討する必要である。
伝統的な木蝋産業を守り、新たな産業として発展させるために、関係者が一同に会し技術の

研鑽や情報交換を行うことで、産業復活へ向けた第一歩を踏み出すことを目的として開催する。

（主 催）和歌山県（林業振興課、林業試験場）

（研修内容）

【座学研修】和歌山市東部ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 多目的ﾎｰﾙ(和歌山市寺内665番地)TEL:073-475-0020

13:00～13:10（10分）
１．開会

13:10～13:40（30分）
２．抹消天然記念物「葡萄櫨の原木」調査報告
「和ろうそくなどコラボレーション商品開発の取り組み」

～世界を繋ぐふるさとのヒカリ～
りら創造芸術高等学校 地域おこし

13:40～14:05（25分）
３．ＤＮＡ解析によるブドウハゼの原木調査報告

近畿大学生物理工学部×和歌山県立向陽高等学校「チームブドウハゼ」
近畿大学生物理工学部生物工学科 ４年谷本 隆 ３年橋本結衣
和歌山県立向陽高等学校 ２年 環境科学科

児玉和己 刀祢裕矢 川端杏衣里 辻本瑞貴

14：05～14：20（15分）
４．出席者紹介 意見交換、情報交換

14：20～14：50（30分）
５．葡萄ハゼ低木仕立ての必要性と試験研究の状況

林業試験場 特用林産部長 坂口 和昭

14：50～15：00（10分）
６．質疑応答、意見交換

15:00～15:30（30分）
現地研修会場へ移動

【現地研修】和歌山市坂田地内 ハゼ栽培地
林業試験場 特用林産部長 坂口 和昭

15:30～16:15（45分）
７．低木仕立てを意識した栽培地と実の収穫技術についての説明

葡萄ハゼ実の収穫技術実践研修
※3班に別れて、実践研修を実施

接ぎ木苗の植栽方法について
※栽培地に２本の接ぎ木苗を新植する

16:15～16:30（15分）
８．意見、情報交換

お問い合わせ：和歌山県農林水産部森林・林業局林業振興課 佐野
16:30 ＴＥＬ：０７３－４４１－２９９１ ※当日参加可
９．閉会


